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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	濱本　徹夫

	大 会 名　　　　　
	2013　北米選手権 

	開 催 地　　　　　
	バミューダー・ハミルトン

	大 会 期 間    　　
	2013年7月1日～2013年7月11日


	チャーター艇

メーカー
	マクローリン
	マスト、ブーム

スプリット
	ブラックゴールド
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	F!1


	気象について
	大西洋の真ん中に浮かぶサンゴ礁の諸島であり、湿度が高いと来ていたが、日本の沖縄に気象も気温も似ていた。大きな陸地を持たないので、シーブリーズもなく気圧配置による風速や風向が決まるようである。気温は日本の7月と同じような感じなので特になれる必要はなかった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	バミューダ諸島事態がリーフで囲まれており、レース海面もさらにリーフの中で波の大きくなく、風波程度の波であった。ただ、大西洋からくる大きなうねりが、風向に要っては入ってきた。ハーバーから海面まで約1時間のえい航するほど遠うかった。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	3グループに分け開催されましたが、組み合わせは1日ごとに行われ、その日のグループは同じで行われた。

	　レースコース図
	　　写真に撮って、画像データとして添付して下さい



	　コーチボート

　について
	アメリカ製のインフレータブルボートが配艇された。４．２㍍に４０馬力の４ストだったので、１１艇のオプティミストを曳航するには、パワー不足を感じた。今回はスイスチームとシェアし、特に問題なくコミュニケーションを取ることが出来た。

	　選手の特徴、体格


	シンガポールチームの活躍が目立った。軽風のレースでは全艇が常に上位にまとまっている印象。体格については日本チームよりやや小さく軽風に適していた。あとは、USAチームのエントリーが多いせいか目立っていた。

	　艤装品について
	コストパフォーマンスに優れているせいか、選手がJ Sailを使用している印象だった。

	　セッティング等
	J Sailは、マストのがらみをタイトにまき隙間をなくし、プリペンダーもタイトにセットし、マストからの風の流れるようにエントリーを気にして効率よく風を流していた。

	　海上での練習方法
	今回の練習はいつも日本で行っている練習を行った。事前にマークを用意したので、コース練習を行うと、メキシコなど数国が参入してきて走り比べができた。

今後遠征はマークを持参すると各チームの合同練習が出来ると思う。

	　セーリング技術
	シンガポール選手などは軽風域で、ティラーコントロールにより、とにかくボートを止めないようにセーリングしている印象だった。今回は、波がなかったのでスピードがあったようだ。

	　戦術、戦略など
	今回の海面は、地形の影響を受けずに毎回１０度前後の振れを繰り返しながら、大きく振れていく。大きく振れていく方向はわかるが、振り切るまでに細かい振れをうまくとらえる選手が前に出てきたようだ。

	　日本選手が

　劣っていること
	海外レースの経験不足によるのか、言葉の壁もあるが初めの頃は社交性に劣っている。しかしながら、最終日近くになると中学生は英語でのコミュニケーションがとれるようである。他の選手との交流が早いうちからできるとレースもリラックスして行う事ができる。

また、現地の食事をしっかり取ることや水分補給などが劣っていると感じた。特にレース中は、果物などで水分と糖分等の補給に心掛けた。ただ、物価が高いので苦慮した。

	　日本選手が

　勝っていること
	タックやジャイブさらにセーリングホームなど基本的な動作は優れている。

日本人は整理整頓が上手であるとの印象で、バミューダチームと荷物置き場をシェアすることになった。これは、外国人から見た日本人の印象でバミューダ選手に日本人を見習わせるためであったので、選手に整理整頓に注意を促した。

	　日本チームとして

の課題
	サポート体制も万全で、チームとして特に課題はないように感じた。

	　ＪＯＤＡへの要望
	・海外派遣にはお金がかかるので、今後、スポンサーを見つけ補助金制度を考えたほうがよいかと思う。

・特別なコーチより、普段コーチしている方のスキルアップをしたほうがよいかと思う。

・合宿の中で英会話（外国人の招へい）を行うとよいのではないかと思う。

	　　　その他
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

